
形ZX-
Tの操

作モー
ドには

、次の
3種類

があり
ます。

目的に
応じて

、

各モー
ドに切

替えて
操作し

てくだ
さい。

モード
の切替

えは「
モード

切替ス
イッチ

」で行
います

。

・RUN
モード

実際に
計測を

行うモ
ードで

す。

・Tモ
ード

しきい
値を設

定する
ときの

モード
です。

・FUN
モード

計測条
件を設

定する
ときの

モード
です。

表示の
切替え

につい
て

操作早
見表

操作早
見表

操作早
見表

操作早
見表

操作早
見表

操作早
見表

～ 形
ZX-TZX-T

 ～

RUNモード
*1 RUNモードに入ると「計測値」、「現在値」が最初に表示されます。

メインデジタルには常に計測値を表示します。

【ゼロリセットを実行する】
1秒以上押す

【ゼロリセットを解除する】
ENTキーを押しながら、

Rキーを3秒以上押す

【タイミング入力（ホールド機能が有効の場合）】

押す

※ 外部入力線タイミング入力でも可能です。

【リセット入力】3秒以上押す

※ 外部入力線リセット入力でも可能です。

※ 外部装置からゼロリセット信号を

入力（800ms以下）でも可能です。

※ 外部装置から解除したい場合は、

ゼロリセット信号を1秒以上入力し

ます。

現在値

しきい値

出力値

*1

基準面を計測する

※ティーチングエラーの場合、しきい値の変更は行われません。

Tモード

計測値

しきい値

L

H
HIGH

LOW

HIGH/LOWどちらのしきい値が表示されるかは、

しきい値切替スイッチによって変わります。

しきい値切替スイッチ

【位置決めティーチング】設定するしきい値に
しきい値切替スイッチ

1秒以上3秒以下押す

【ダイレクト入力】

数値

桁数
で入力

いずれか1つを押す

設定するしきい値に
しきい値切替スイッチ
を切替える

押す

サンプルをセットする

出力値保持出力をクランプ

5桁表示

表示無し

1桁表示

2桁表示

3桁表示

4桁表示

表示リバース

エコモード

表示桁数制限

非測定時設定

数値

桁数
で入力

●DISPを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

●ETCを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

【クランプ値を設定】

●ALLを設定した場合

ゼロリセットメモリ

スペシャル機能すべて表示します。

■スペシャル機能の設定

電圧出力電流出力

モニタフォーカス

リニア出力補正

スパン調整

●SETを設定した場合

数値

桁数
で入力（スケール反転）に戻ります。

数値

桁数
で入力

●CLOSEを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

スペシャル機能を表示せずに

【出力値を設定】
【リニア出力補正値を設定】

*2

*3

数値

桁数
で入力

【スパンを設定】

FU
Nモー

ド

隣接セ
ンサ演

算無しA-Bモ
ードA+Bモ
ード

ホール
ド無しピーク
ホール

ドボトム
ホール

ドサンプ
ルホー

ルドピーク
toピー

クセルフ
ピーク

ホール
ド

セルフ
ボトム

ホール
ド

スケー
ル反転

平均回
数

ヒス幅

ホール
ド

ゼロリ
セット

時表示

隣接セ
ンサ演

算

設定初
期化

スペシ
ャル

セルフ
トリガ

レベル

セルフ
トリガ

ヒス幅

押し続
ける

数値

桁数

で入力

1、2、
4、8、

16、3
2、64

、

128、
256、

512、
1024

・

・ 3秒で
オート

ヒス幅
設定（

分解能
の2倍

）

スペシ
ャル機

能を表
示しま

せん。
スペシ

ャル機
能の設

定

数値

桁数

で入力【オフ
セット

値を設
定】

ホール
ド機能

の設定

工場出
荷時の

初期値
を、赤

字で示
してい

ます。

*1

*2

ヒス幅
の初期

値は次
のとお

りです
。

センサ
部の分

解能仕
様値（

接続し
ている

センサ
部の形

式に

よって
変わり

ます）

*3

*4

モニタ
フォー

カスの
初期値

は次の
とおり

です。

測定最
短距離

時：4
mA

測定最
長距離

時：2
0mA

リニア
出力補

正の初
期値は

、「未
補正」

です。

複数ア
ンプユ

ニット
を接続

した場
合、C

H1以外
に表示

します
。

*1

*4

数値

桁数

で入力

数値

桁数

で入力■ホー
ルド機

能の設
定

形ZX-Tの操作モードには、次の3種類があります。目的に応じて、
各モードに切替えて操作してください。
モードの切替えは「モード切替スイッチ」で行います。

・RUNモード 実際に計測を行うモードです。

・Tモード しきい値を設定するときのモードです。

・FUNモード 計測条件を設定するときのモードです。

表示の切替えについて

操作早見表操作早見表操作早見表操作早見表操作早見表操作早見表
～ 形ZX-TZX-T ～

RUNモード
*1 RUNモードに入ると「計測値」、「現在値」が最初に表示されます。
メインデジタルには常に計測値を表示します。

【ゼロリセットを実行する】
1秒以上押す

【ゼロリセットを解除する】
ENTキーを押しながら、
Rキーを3秒以上押す

【タイミング入力（ホールド機能が有効の場合）】

押す
※ 外部入力線タイミング入力でも可能です。

【リセット入力】
3秒以上押す

※ 外部入力線リセット入力でも可能です。

※ 外部装置からゼロリセット信号を
入力（800ms以下）でも可能です。

※ 外部装置から解除したい場合は、
ゼロリセット信号を1秒以上入力し
ます。

現在値 しきい値 出力値*1

基準面を
計測する

※ティーチングエラーの場合、しきい値の変更は行われません。

Tモード
計測値

しきい値

LH

HIGH LOW

HIGH/LOWどちらのしきい値が表示されるかは、
しきい値切替スイッチによって変わります。

しきい値切替スイッチ

【位置決めティーチング】

設定するしきい値に
しきい値切替スイッチ
を切替える

1秒以上3秒以下押す

【ダイレクト入力】 数値

桁数
で入力

いずれか1つを押す

設定するしきい値に
しきい値切替スイッチ
を切替える

押す

サンプルを
セットする



出力値保持
出力をクランプ

5桁表示

表示無し
1桁表示
2桁表示
3桁表示
4桁表示

表示リバース

エコモード

表示桁数制限

非測定時設定
数値

桁数
で入力

●DISPを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

●ETCを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

【クランプ値を設定】

●ALLを設定した場合

ゼロリセットメモリ

スペシャル機能すべて表示します。

■スペシャル機能の設定

電圧出力
電流出力

モニタフォーカス

リニア出力補正

スパン調整

●SETを設定した場合

数値

桁数
で入力

（スケール反転）に戻ります。

数値

桁数
で入力

●CLOSEを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。
スペシャル機能を表示せずに

【出力値を設定】

【リニア出力補正値を設定】

*2

*3

数値

桁数
で入力

【スパンを設定】

FUNモード

隣接センサ演算無し
A-Bモード
A+Bモード

ホールド無し
ピークホールド
ボトムホールド
サンプルホールド
ピークtoピーク
セルフピークホールド
セルフボトムホールド

スケール反転

平均回数

ヒス幅

ホールド

ゼロリセット時表示

隣接センサ演算

設定初期化

スペシャル

セルフトリガレベル

セルフトリガヒス幅

押し続ける

数値

桁数
で入力

1、2、4、8、16、32、64、
128、256、512、1024

・

・ 3秒でオートヒス幅設定（分解能の2倍）

スペシャル機能を表示しません。

スペシャル機能の設定

数値

桁数
で入力

【オフセット値を設定】

ホールド機能の設定

工場出荷時の初期値を、赤字で示しています。

*1

*2

ヒス幅の初期値は次のとおりです。
センサ部の分解能仕様値（接続しているセンサ部の形式に
よって変わります）

*3
*4

モニタフォーカスの初期値は次のとおりです。
測定最短距離時：4mA
測定最長距離時：20mA
リニア出力補正の初期値は、「未補正」です。
複数アンプユニットを接続した場合、CH1以外に表示します。

*1

*4

数値

桁数
で入力

数値

桁数
で入力

■ホールド機能の設定



出力値保持
出力をクランプ

5桁表示

表示無し
1桁表示
2桁表示
3桁表示
4桁表示

表示リバース

エコモード

表示桁数制限

非測定時設定
数値

桁数
で入力

●DISPを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

●ETCを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

【クランプ値を設定】

●ALLを設定した場合

ゼロリセットメモリ

スペシャル機能すべて表示します。

■スペシャル機能の設定

電圧出力
電流出力

モニタフォーカス

リニア出力補正

スパン調整

●SETを設定した場合

数値

桁数
で入力

（スケール反転）に戻ります。

数値

桁数
で入力

●CLOSEを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。
スペシャル機能を表示せずに

【出力値を設定】

【リニア出力補正値を設定】

*2

*3

数値

桁数
で入力

【スパンを設定】

FUNモード

隣接センサ演算無し
A-Bモード
A+Bモード

ホールド無し
ピークホールド
ボトムホールド
サンプルホールド
ピークtoピーク
セルフピークホールド
セルフボトムホールド

スケール反転

平均回数

ヒス幅

ホールド

ゼロリセット時表示

隣接センサ演算

設定初期化

スペシャル

セルフトリガレベル

セルフトリガヒス幅

押し続ける

数値

桁数
で入力

1、2、4、8、16、32、64、
128、256、512、1024

・

・ 3秒でオートヒス幅設定（分解能の2倍）

スペシャル機能を表示しません。

スペシャル機能の設定

数値

桁数
で入力

【オフセット値を設定】

ホールド機能の設定

工場出荷時の初期値を、赤字で示しています。

*1

*2

ヒス幅の初期値は次のとおりです。
センサ部の分解能仕様値（接続しているセンサ部の形式に
よって変わります）

*3
*4

モニタフォーカスの初期値は次のとおりです。
測定最短距離時：4mA
測定最長距離時：20mA
リニア出力補正の初期値は、「未補正」です。
複数アンプユニットを接続した場合、CH1以外に表示します。

*1

*4

数値

桁数
で入力

数値

桁数
で入力

■ホールド機能の設定



形ZX-
Tの操

作モー
ドには

、次の
3種類

があり
ます。

目的に
応じて

、

各モー
ドに切

替えて
操作し

てくだ
さい。

モード
の切替

えは「
モード

切替ス
イッチ

」で行
います

。

・RUN
モード

実際に
計測を

行うモ
ードで

す。

・Tモ
ード

しきい
値を設

定する
ときの

モード
です。

・FUN
モード

計測条
件を設

定する
ときの

モード
です。

表示の
切替え

につい
て

操作早
見表

操作早
見表

操作早
見表

操作早
見表

操作早
見表

操作早
見表

～ 形
ZX-TZX-T

 ～

RUNモード
*1 RUNモードに入ると「計測値」、「現在値」が最初に表示されます。

メインデジタルには常に計測値を表示します。

【ゼロリセットを実行する】
1秒以上押す

【ゼロリセットを解除する】
ENTキーを押しながら、

Rキーを3秒以上押す

【タイミング入力（ホールド機能が有効の場合）】

押す

※ 外部入力線タイミング入力でも可能です。

【リセット入力】3秒以上押す

※ 外部入力線リセット入力でも可能です。

※ 外部装置からゼロリセット信号を

入力（800ms以下）でも可能です。

※ 外部装置から解除したい場合は、

ゼロリセット信号を1秒以上入力し

ます。

現在値

しきい値

出力値

*1

基準面を計測する

※ティーチングエラーの場合、しきい値の変更は行われません。

Tモード

計測値

しきい値

L

H
HIGH

LOW

HIGH/LOWどちらのしきい値が表示されるかは、

しきい値切替スイッチによって変わります。

しきい値切替スイッチ

【位置決めティーチング】設定するしきい値に
しきい値切替スイッチ

1秒以上3秒以下押す

【ダイレクト入力】

数値

桁数
で入力

いずれか1つを押す

設定するしきい値に
しきい値切替スイッチ
を切替える

押す

サンプルをセットする

出力値保持出力をクランプ

5桁表示

表示無し

1桁表示

2桁表示

3桁表示

4桁表示

表示リバース

エコモード

表示桁数制限

非測定時設定

数値

桁数
で入力

●DISPを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

●ETCを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

【クランプ値を設定】

●ALLを設定した場合

ゼロリセットメモリ

スペシャル機能すべて表示します。

■スペシャル機能の設定

電圧出力電流出力

モニタフォーカス

リニア出力補正

スパン調整

●SETを設定した場合

数値

桁数
で入力（スケール反転）に戻ります。

数値

桁数
で入力

●CLOSEを設定した場合

（スケール反転）に戻ります。

スペシャル機能を表示せずに

【出力値を設定】
【リニア出力補正値を設定】

*2

*3

数値

桁数
で入力

【スパンを設定】
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形ZX-Tの操作モードには、次の3種類があります。目的に応じて、
各モードに切替えて操作してください。
モードの切替えは「モード切替スイッチ」で行います。

・RUNモード 実際に計測を行うモードです。

・Tモード しきい値を設定するときのモードです。

・FUNモード 計測条件を設定するときのモードです。

表示の切替えについて

操作早見表操作早見表操作早見表操作早見表操作早見表操作早見表
～ 形ZX-TZX-T ～

RUNモード
*1 RUNモードに入ると「計測値」、「現在値」が最初に表示されます。
メインデジタルには常に計測値を表示します。

【ゼロリセットを実行する】
1秒以上押す

【ゼロリセットを解除する】
ENTキーを押しながら、
Rキーを3秒以上押す

【タイミング入力（ホールド機能が有効の場合）】

押す
※ 外部入力線タイミング入力でも可能です。

【リセット入力】
3秒以上押す

※ 外部入力線リセット入力でも可能です。

※ 外部装置からゼロリセット信号を
入力（800ms以下）でも可能です。

※ 外部装置から解除したい場合は、
ゼロリセット信号を1秒以上入力し
ます。

現在値 しきい値 出力値*1

基準面を
計測する

※ティーチングエラーの場合、しきい値の変更は行われません。

Tモード
計測値

しきい値

LH

HIGH LOW

HIGH/LOWどちらのしきい値が表示されるかは、
しきい値切替スイッチによって変わります。

しきい値切替スイッチ

【位置決めティーチング】

設定するしきい値に
しきい値切替スイッチ
を切替える

1秒以上3秒以下押す

【ダイレクト入力】 数値

桁数
で入力

いずれか1つを押す

設定するしきい値に
しきい値切替スイッチ
を切替える

押す

サンプルを
セットする


	形ZX-T 操作早見表
	FUNモード
	RUNモード
	Tモード
	商品に関するお問い合わせ先

